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1可能なことを目指して
―
詩人の有り方を問うウォレス・スティーヴンズの『アデイジア』
森
　
田
　　　
孟
ウォレス・スティーヴンズ（
W
allace Stevens, 1879
―1955 ）
が一九五五年八月二日に、コネティカット州の州都ハートフォードで死去してから既 五十九年経ったが、彼の作品が依然として、というより近来益々、瑞々しく重厚な輝きを放ち続けている秘密は何だろう。アメリカ詩が、最も多方面に亙って強烈な実験性を発揮した時期にあって、彼が、中でも殊更激しい前衛 と旺盛な実験精神の持ち主であったこと、その詩が、甚だ難解な独自の表現法を有していること、などもさることながら、彼が、詩とは何か、芸術とは如何なるものかを絶えず自らの詩作行為と詩作品そのもの において 真摯に熾烈に考え続けた詩人であったことが、その変らぬ新鮮さの要因に大きく与っている
う。
彼の四冊目の詩集『世界の部分』
Parts of a W
orld （
1942 ）
に収録された一篇で彼は、 〈詩〉とは詩人の「胸中のライオン」であり、それが胸の中に「息づいていると感じること」だと言う。その、三行の詩節五連から成る短詩をまず、みてみよう。〈詩〉とは破壊力なり
　
P
oetry 
Ⅰ s a D
estructive F
orce
それこそ惨めというものだ、心に持つべきものが皆無とは。それは持つこと
　
でなければ無だ。
2それは持つべき事なのだ、彼の胸中にライオンを、雄牛を、それがそこに息づいていると感じることは。コラソン、逞しい犬、若い雄牛、蟹股の熊、彼はその血を味わう、吐いたりしない。彼は人間のようだ狂暴な獣の躰をしているが。その筋肉は彼自身のも ……。そのライオンは陽差しの中で眠っている。鼻を鉤爪の足にのせて。それは人間を殺せる。
 
（ＣＰ・
一九二―九三
）
「コラソン」とは、スペイン語の
‘
C
orazón’
で、 （事柄
の）核心、要点、あるいは勇気、気迫、熱情、愛情、情愛、同情、といった意味であり、しばしば愛 籠めた呼
び掛けに用いて、愛
いと
しい人を表す。ここもそれである。諸
外国語に堪能な作者の面目発揮である。
ライオンの
心イメージ
象
は、スティーヴンズの詩に他にも「ス
ウェーデンのライオンたち」
“
Lions in Sw
eden” （第二詩
集『秩序の観念』
Ideas of O
rder （
1936 ）所収）などに何度
か出てくるが、 〈詩〉に人間を殺す獣性を認識していた彼は、自らの生き方に於て、生活者と詩人とを見事なまでに峻別した。
一八七九年十月二日に、ペンシルヴェイニア州の町、レ
ディング（
R
eading）に生れた彼は、ハーバード大学で三
年間学んだ後、ニューヨークで更に研鑽を積んで弁護士となって法曹界に入り、一九一六年から「ハートフォード事故・損害保険会社」に勤め、一九三四年 同社の副社長なり、死ぬまでその地位 あった。
彼は、自分の職業は保険業であると公言し、甚だ健全な
生活人として終始した。同業の仲間も殆どが、彼が詩人などとは長らく夢にも知らなかったという。それだけに 現実生活 詩作との、種々の内的葛藤は、専ら詩作品そのものの中で解決が図られ 現実や人間生活を視野にしっかり収めた上でのそれらとの対比の下に、芸術や〈詩〉及び詩
3についての考察が、彼の詩の重要な主題となった。
彼には何らかの点で、芸術や美学についての詩、 〈詩〉
（
詩を含めて
）の詩（詩論詩）が少なくないが、そういう詩
を書くことで、彼は人間について書いたのである。 「絵を買う余裕のある人のほうが、絵について語れるだけの人よりも絵がよ 判るのだ」と言った彼は、実際、絵画に優れた鑑識眼を示して多く 絵の収集をしたが この言葉が内包しているよ な鼻持ちならぬ通俗性は、彼の作品には絶無であるばかりか、およそ、その対極にあって、甚だ高踏的で高度な象徴性に満ちていて 容易に 寄せつけない瞑想詩・哲学詩が多い。
前述の『世界の部分』からもう一篇見てみよう。　
現代〈詩〉について
　
O
F
 M
odern P
oetry
心マインド
　
の詩は
　
満足させてくれそうなものを見つけ出す行為
の中に。それは
　
これまでは必ずしも見つけ出す
必要はなかった、場面は設定されていた、それは反復 たのだ
　
台本にあったものを。
　　　　　　　 　　 　
それから劇場は変化したのだ
何か別のものに。その過去は一つの記念品になった。それは生き続けねばならず、 土地の言葉を学ばねばならぬ、それは当代の男たちに立ち向かい
　
当代の女たちと向かい
合わねばならぬ。それは戦争について考えねばならず満足させてく そうなものを見出さねばならぬ。それは新しい舞台を建てねばならぬ。それはその舞台の上に立って飽くことを知らぬ俳優のように
　
ゆっくりと
瞑想しながら
　
言葉を述べねばならぬが、その言葉は、耳
の中で
　
限りなく繊細な心の耳で
自ら聞きたいと思うものを眼に見えぬ聴衆が耳を傾ける音で
　
正確に繰り返すのだ、
それは演技でではなく
　
それ自身に、二人の人の一つの情
感、二つの情感が一つになってゆくような一つ 情感で表現されたも である。その俳優は暗闇の中の形而上学者 あり、楽器ぶーんと鳴らし、針金の弦をぶーん 鳴らす、音が鳴り出すと
　
突然幾つもの真実が射抜かれ
　
音はすっ
かり心を包み込む。そ がその下に降 てもゆけずその上に昇るつもりもない心を。　　　　　　　　　　　　　　　
それは
4満足を見つけ出すことでなければならず、また氷上を滑る男、舞踏をする女、髪を梳く女を見つけ出すことかも知れぬ。心の行為の詩とは。
 
（ＣＰ・
二三九―四〇
）
「見つけ出す」 「見出す」
‘
find’
を連発しながら、心の
行為の詩である現代〈詩〉は如何にあるべきかを、後に二十世紀アメリカ最大の詩人の一人と目さ に到る彼は考察するのだが、この直前には、次の一篇が配置され 。
　
人と壜
　
M
an and B
ottle
心マインド
　
とは
　
冬の偉大な詩、満足させて
くれそうなものを見つけ出そうとして戦いの地の
　
薔薇と氷の
神秘な棲
すみ
処か
を
破壊する人だ。単なる人ではなく競い合う人々の激しさを持つ人だ、多くの光の中心にある光、
人々の中心にいる人。それは
　
戦いに関する理性を満足させねばならぬ、
それは
　
戦いも己自身の一部だと説得せねばならぬ
一つの考え方、心が破壊する時のような
　
破壊のやり方、
世界が旧来の妄想から顔を逸らす時のような嫌悪、太陽と 古くからの関係、起りそ もない月との逸脱、途方もない平和。それは
　
鵞クウイル
ペンや頁
ページ
になる雪ではない。
詩とは
　
風よりも激しく打ちすえるもの、
心が、満足させてくれるものを見出そう して、薔薇と氷の神秘な棲処を破壊する時の に。
 
（ＣＰ・
二三八―三九
）
ここでも、紛れもなく詩人と詩との有り方が、極度に切
り詰めた語句の簡潔なぶつけ合いによって思索されるのだ
5が、対立する要素の相互作用、特に、現実と想像とのそれが、彼の詩の有り方と詩法とを決定づけた。類
アナロジー
比と心
イメージ
象の
重層 駆使され、二つの要素の融合・合体によって第三の姿が現出される仕組である。次のは、詩にとって最も重要なと言っても過言ではない暗喩についての で、スティーヴンズの六冊目の詩集『秋の
曙オーロラ
光
』
T
he A
uroras of 
A
utum
n （
1950 ）に収録された。
　
退化としての暗喩
　
M
etaphor as D
egeneration
もし
　
大理石のように白い人がいて
森の最も緑の深い処に坐って死の影
イメ
像ジズ
の音に思いを凝らしているとすれば、
同じように
　
黒い空間には
我らの知っている無の中に坐って川の騒がしい音に思いを凝らして る人がいる。そして
　
こういう影像、こういう残響、
ならびにその他によって
　
存在には死と想像力とが
含まれている有様が確かになる。大理石の人は
　
空間にそのまま留まっている。
黒い森の人は
　
変化することなく降りてゆく。
確かなのだ、その川がスワタラで ことは。地球を巡り
　
空中を通って宇宙空間を
縫いながら流れる黒ずん 水は、スワタラではない。それは存在な だそれは綿くずの斑点にみえ 川、水、風に吹かれたきらめき
―
それともそれは空気か？
どのよう して
　
では
　
暗喩の退化は生ずるのか、
スワタラが
　
この波立つ川となり
川が
　
陸地のない水のない大洋となる時に？
ここでは
　
黒いスミレがその両岸まで生え降り
記念の苔が張りひろげている
　
緑色を
6その上に、それが流れ続けてゆく間に。
 
（ＣＰ・
四四四―四五
）
スワタラ（
Sw
atara ）はアメリカ先住民の名由来で、ス
ティーヴンズがある書翰（
ダブリン在住の詩人トマス・マッ
グリーヴィ［
T
hom
as M
cG
reavy ］宛て一九四八年八月二五日付
）
で「村から町へやって来て、あら、悲しいわ、と言って／金髪を背に揺れ靡かせて／戻ってゆく無垢な少女に少し似ている」 （
Ｌ・
六一一
―
一二
）と書くペンシルヴェイニアの
田舎の流れ。州都ハリスバーグの北の、サスケハナ川（T
he Susquehanna 、
米国ニューヨーク州東部から南流してペ
ンシルヴェイニア州東部とメアリーランド州 東部を通過してチェサピーク湾に注ぐ長さ七一五
k
m）へ注ぎ込む。尚、ス
ワタラは、同じこの詩集の八篇前 出てくる「田舎
人びと
」
“
T
he C
ountrym
an” （
ＣＰ・
四二八
）にも、 「スワタラ、ス
ワタラ、黒い川よ」と呼びかけられて現れる。
暗喩の退化を考察するスティーヴンズは、勿論その始ま
りにも思いを巡らせていた。第五詩集『夏への輸送』T
ransport to Sum
m
er （
1947 ）に収録された次の作品である。
　
暗喩の動機
　
T
he M
otive for M
etaphor
君はそれが
　
秋の樹々の下にあるのが好きだ、
何もかもが
　
死にかけているのだから。
風は木の葉の間を
　
身障者のように動いて
意味のない言 を繰り返す。同じように
　
君は
　
春
　
幸福だった、
色合いは四半分 物のもつ中 色だし、空は少し明るくなり、雲は溶けてゆき、鳥は独身、月は朧
おぼろ
で―
朧な月は
　
決して完全には表現され
そうに い事物の朧な世界を照らし、そこでは君自身も
　
決して完全には己自身ではなかったし
そうなりたくも、なる必要も、なかった、色々に変化する浮かれ気分は欲しながらも。暗喩の動機は、し ごみしてゆくこと最初の正午の重さから、
7存在のい
ヽ
  ろヽ
  はヽ
、
血色の良い気質、赤と青の金槌、堅い音
―
暗示を阻む鋼鉄
―
鋭い閃光、
生気に満ちた
　
尊大な
　
宿命的な
　
最も有力な何
エックス
か、 から。
 
（ＣＰ・
二八八
）
「暗喩」なる語が標題に入っている詩は、実はもう一篇、既に、長短八五篇の作品から成る最初 詩集『足踏みオルガン』
H
arm
onium
 （
1923 ）の十三番目に登場しているので
ある。
　
ある大立て者の暗喩
　
M
etaphors of a M
agnifico
ある橋を渡って
　
とある村へと
入ってゆく二十人の男たちは、二十の橋を渡って二十 村々へ入ってゆく二十人の男たちだ、即ち
　
一人の男で
ある村へと唯一つの橋を渡ってゆく。これは古い歌で正体を明かそうとはしない……ある橋を渡って
　
とある村へと
入ってゆく二十人の男たちは、ある橋を渡って
　
とある村へと
入ってゆく二十人の男たちである。それは
　
正体を明かそうとはしない
が
　
しかし確かだ
　
意味としては……
その男たちの長靴は
　
どすどす踏み鳴らしてゆく
その橋 床板を。その村 最初の白壁は果樹の木々の中をずっと盛り上ってゆく。私が考えていた は
　
何のことだったか？
そのようにし
　
その意味が逃れ去る。
8その村の最初の白壁は……あの果樹の木々は……
 
（ＣＰ・
一九
）
一人で二十人に相当するような大立て者を暗喩で表現す
るのが詩で り、暗喩とは「ある橋」が必須であって、その橋の手前からそ 橋の向こう側に渡って、果樹の木々の中を白壁で囲われた村の中に入って行った時に漠として正体を明かそうとしないも を見出してそ 正体を明らかにするのが暗喩である、とこの詩は表明 いるのではあるまいか。
第三連の、 「ある橋を…二十人の男たちは、ある橋を…
二十人の男たちである」とは、
Aは
Aである、という同じ
事の反復であるが、暗喩とは、要するに同じ事を別様の表現で反復しているのであり、その正体を明かそうとしないでいるものだ、と う意味なのだろう。
スティーヴンズは若い頃から詩を書き、ハーバード大学
の雑誌その他の小雑誌に若干 作品は発表していたが 最初の詩集『足踏みオルガン』を出版し 時には四十四歳で
あった。その後、 『秩序の観念』 、 『青いギターを持つ男』T
he M
an w
ith the B
lue G
uitar （
1937 ） 、そして前述の詩集
群を公刊、一九五四年には、それらと共に これまでの詩集には含まれなかったその後の作品二五篇をも「岩」
“
T
he 
R
ock”
の標題の下に含めた『詩集成』
T
he C
ollected Poem
s 
of W
allace Stevens ［
C
P］が上梓された。大学や美術館で
行なった講演など 集成した評論集『必要な天使』
T
he 
N
ecessary A
ngel （
1951 ）は、現実と想像力についての深い
省察が詰っていて、彼の本質を窺わせる重要な散文群である。
彼の没後に公刊された『死後出版著作集』
O
pus 
Posthum
ous （
1957 ） ［
O
P］には、
一九四〇
年から雑誌に一
部発表されたものが、 『
アデイジア
』
A
d
ag
ia （ 「格言」
‘
A
dage’
の複数形と音楽用語「アダージョ」
‘
A
dagio’
と
を合成した造語）と題する断章集に纏められて収録さた。この、詩や芸術についての彼の折り折りの思索の跡示す二八九箇の短文は、それ自体が興味尽きない読み物であると共に、彼の難解な詩の読解や 彼の深遠な世界の解明にも欠かせない。以下に、全訳で示すことにする。
尚、原文は、各項ごとに一行空けて並べられているもの
9だが、本稿では論述上の便宜の点から、順に番号をつけて、空白を置かず続けて並記することにする。
＊
印を付し
た文は当筆者の訳注である。
　
アダージョ風格言
　
A
dagia
一
　
幸福とは
　
獲得することである。
二
　
進歩とは
　
どの面においても
　
術語の変化による
動きのことである。
三
　
至高の追求とは
　
この世での幸福の追求である。
四
　
年齢とはいずれも
　
仕切り棚である。
五
　
意識の流れ
　
個人に関わるものである、生
いのち
命の
流れが全体に及ぶものだから。即ち、意識の流れは個人に関わり、生命の流れは全体に及ぶもの、ということ。
六
　
生ライフ
命の新鮮さとか生生しさという感じを与えるこ
とが
　
詩歌の妥当な目的である。教訓を目的にする
のは教師の精神の中で正当化され、哲学を目的にするのは哲学者 る。あるが別の目的 同じように正当な けではなく、純粋
な目的もあれば不純な目的もある、ということだ。根っからの詩人の目的でしかないような目的を求めよ。
七
　
詩人は
　
蚕から絹の衣服を作り出す。
八
　
詩人の長所は
　
人々の長所同様
　
人をうんざりさ
せる。
九
　
著者は俳優であり
　
書物は劇場だ。
一〇
　
ある魅力的な見解
―
詩人にとって興味深い地上
の姿とは
　
何気ないものである。光とか色、心
イメ
象ジズ
の
ような。
一一
　
定義は
　
相対的なもの。絶対という概念は
　
相対
的である。
一二
　
生命とは
　
人々の関わることであり、場所の関わ
ることではない。だが私にとって生命とは場所の関わることで、それが困ったことなのだ
一三
　
智慧は
　
もうそれ以上には何も求めない。
一四
　
マルチニーク島パルフェ
―
コーヒームース［
デ
ザートの一種
］ 、上にラム酒をかけ
　
更にその上に
少々クリームを乗せたもの。
一五
　
文学は
　
人ライフ
生の大部分である。これにはどうして
10
も付け加えることが必要だ、もし人生が文学の大部分であるなら。
一六
　
思想は
　
伝染である。思想の中のあるものの場合
には
　
それは流行病となる。
一七
　
我々が詩歌で得ようとするのは
　
生ライフ
命である。
一八
　
人が神の存在を信じなくなってしまうと
　
詩歌が
　
生命を救うものとしてそれに取って代る。
一九
　
芸術とは概して
　
生命の形式もしくは生命の音か
色である。形式（抽象的な）だと考え れると
　
そ
れはしばしば
　
生命そのものから識別できなくな
る。
二〇
　
詩人とは
　
己の正体を読者に与えるもののよう
だ。音楽を聴いていると
　
このことが何でもなくよ
く分る
―
私の言うのはこういう事、即ち、転移。
二一
　
観察の正確さは
　
思考の正確さと等価である。
二二
　
一篇の詩は
　
一個の流星である。
二三
　
夕べの思考は
　
晴れ渡った天候の一日のようなも
のだ。
二四
　
言語の喪失は
　
混沌
　
もしくは
　
だんまりを
　
生
み出す。
二五
　
実際に生きている人の経験から詩歌を集めること
は
　
単に詩歌を書くことと同じではない。
二六
　
芸術の
　
人生との関係は、特に懐疑的な時代には
　
最初の重大事である。というのも
　
神の存在が信じ
られないために
　
精神は己が創造物に頼り、しかも
　
その創造物を吟味するからだが、それも、審美的な観点からのみならずその創造物が何を啓示するのか、それが何を有効なも とし
　
何を無効なものと
するのか、 れが何を支持するの 、によって吟味するのだから。
二七
　
雄大な主題は
　
雄大な結果を保証するものではな
く、大抵は
　
その真反対の保証となる。
二八
　
芸術は
　
審美感以上のものを甚だ必要とする。
二九
　
人生は
　
文学の反映である。
三〇
　
人生が凄
テリブル
まじいものになるにつれ
　
その文学も凄
まじくなる。
三一
　
詩歌と詩
マテリア・ポエテイカ
歌の素材とは、相互変換の可能な術語で
ある。
三二
　
慣用が全てである（ 「観念 慣用に変形させられ
る定めにある。それを認めることは
　
公正な態度の
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証明とな
る＊
」ジョルジュ・ブラッ
ク＊＊
、 『生彩』第二
号
　
Verve N
o.2 ）　
＊
この引用文、フランス語、本稿末尾
参照／
＊＊
G
eorges B
raque （
1882
―1963 ） フランスの画家・
立体派運動の推進者。
三三
　
想像力は
　
満足させられたがる。
三四
　
新しい意味
　
新しい語
ワード
に匹敵する。
三五
　
詩歌は
　
個人的なものではない。
三六
　
地球は
　
建物ではなく肉体だ。
三七
　
流儀とは
　
追加された要素だ。
三八
　
死んだ夢
ロマンティック
想家とは
　
歪曲だ。
三九
　
ロマン派は
　
見抜かれない、その場でいそいそと
は見抜かれない。
四〇
　
詩歌とは
　
救済の一手段なのだ。
四一
　
詩歌とは
　
鬱病の一形態だ。というよりむしろ
　
憂鬱な時に詩歌は
“
aultres choses solatieuses ＊.”
の一
つになる。＊
「また
　
別の慰安物」 （
古いフランス語の引用句
）
四二
　
詩人は
　
少アット・リースト
なくとも奇蹟的な獣
ビースト
として出現しなけ
ればならない。そしてせいぜい奇蹟的な人間として。
四三
　
現実は
　
土台にすぎない。だが
　
土台なのであ
る。
四四
　
人生は
　
一つの命題に基づくわけにはいかない。
本来それは
　
本能に基づいているのだから。だが
　
命題は
　
命題と本能との間の争いの中に通常存在し
　
生きている。
四五
　
詩の作品は
　
ただ
　
無知な人にとってのみ露
あらわ
とな
る。
四六
　
経験の 歌と修辞の詩歌との関係
　
現実性の詩
歌と想像のそれとの関係と同じではない。経験は、少なくともどのような領域の詩人の場合にも
　
現実
態よりは遙かに広いものだ。
四七
　
詩人たちの問題は
　
画家たちの問題である場合が
非常に多い、それで詩人は己の問題を論議す のには
　
絵画について書かれたものにしばしば頼らなけ
ればならない。
四八
　
空模様とは
　
自然を感覚することである。詩歌と
は
　
一つの感覚である。
四九
　
抽象は
　
理想主義の一部である。抽象が醜いのは
その意味においてだ。
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五〇
　
少なくとも詩歌にあっては
　
想像力は現実性から
離れてはならない。
五一
　
全ての事物が
　
等価であるわけではない。このこ
とを認識していないのが写
イマジズム
象主義の欠陥であった。
五二
　
詩人は、例えば、旅行者が己が冒険に、画家が己
の絵画製作に、没頭するのと同じ程度に、自らの詩ポウエトリー
作に没頭しなければなら い。
五三
　
全ての詩歌は
　
実験〈詩〉である。
五四
　
裸のまま 心
イメ
象ー ジ
と象徴としての心象とは
　
対照的
なものである。即ち、意味のない心象と
　
意味とし
ての心象なのだから。心象が何か他のものを示唆するために用いられる時は、それは二次的な となる。想像物としての詩歌は
　
表面上の噓以上のもの
から成る。
五五
　
政治とは
　
生存のための闘争である。
五六
　
人には
　
感受性の範囲というものがあり、それを
越えるとその人にとっ は
　
実際に存在するものが
皆無とな 。 してこの事情
　
人それぞれによっ
て異なる。
五七
　
詩歌にあっては
　
人は
　
言葉、観
アイデアズ
念、そして心象
と韻律を愛さなければならない、いやしくも何かを愛することが出来る能力の限りを尽して。
五八
　
個人は
　
全体に参与する。特異な場合でもない限
り
　
個人が全体に何かを付加するようなことは決し
てない。
五九
　
重要なのは
　
信仰であって神ではない。
六〇
　
空間を旅するのは
　
時間の中を旅することに等し
い。
六一
　
見られた事物は
　
見られたとおりの事物なのだ。
六二
　
我々が心
マインド
の中に見るものは
　
我々が眼で見るもの
と同じように我々には現実のものであ 。
六三
　
詩歌は
　
不合理でなければならない。
六四
　
詩歌の目的は
　
人生をそれ自体で完全なものにす
ることである。
六五
　
詩歌は
　
現実性を感じ求める気持を増大させる
六六
　
精神は
　
世界で最も強力なもの ある。
六七
　
人ライフ
生について考えること以外に
　
人生には何も存
在しない。
六八
　
人生には
　
人生以外に美しいものは何も存在しな
い。
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六九
　
意味に優る翼
つばさ
はない。
七〇
　
考えてみよう。一、全世界は
　
詩歌のための素材
だということ。二、特別に詩的な素材などというものは無いのだということ。
七一
　
人は
　
極度に神経を使って
　
詩歌を読む。
七二
　
詩人は、人々と人々が住んでいる世界との間の
　
仲介者であり、また、人々自身の間の仲介者であるように
　
人々同士の間での仲介者でもある。が
　
人々とどこか他の世界との
　
仲介者ではない。
七三
　
感傷は
　
感情の挫折である。
七四
　
想像力と
　
浪漫的なものである。
七五
　
詩歌とは
　
単独に取り出された〈想像〉と同じも
のではない。何事もそれだけを単独には取り出せない。事物が存在するのは
　
相互関係か相互作用のせ
いである。
七六
　
最終的に信ずること いえば
　
虚構の存在を信ず
ることである それ 虚構であり
　
他には何も存在
しないのだと、君は知っているのだから。それが虚構であり
　
その存在を君が快く信じていると知るこ
とが、至上の真理なのである。
七七
　
我々の
観アイデアズ
念
の全ては
　
自然界から生ずる、即ち
　
木々＝雨傘。
七八
　
無節操な思考ほど
　
知的な節操を備えている人に
圧迫感となるものはない。
七九
　
葡萄酒と音楽は
　
午後になるまでは適切なもので
はない。だが
　
詩歌は祈りに似ている、孤独でいる
時と
　
例えば早朝のような孤独な時間帯の中にいる
時に
　
それは最も有効なのだから。
八〇
　
他人の宗教に関する不寛容は、他人の芸術に関す
る不寛容と較べれば、そのままで寛容となる。
八一
　
偉大な客観性は
　
その
詩ポウエム
の真理であるばかりか
　
詩ポ
とウ
いエ
うト
もリ
のー
の真理でもある。
八二
　
詩歌 は
　
どのように表現されるにしろ
　〈詩〉
に関する一つの概念のことである。一篇の詩は、〈詩〉なるものが言葉で表現されたものである。だが、一篇の詩の中には
　
言葉の〈詩〉が存在する。
明らかに
　
一篇の詩は
　
幾つかの〈詩〉から成り立
ち得るものだ。
八三
　
詩論の解説には
　
他の諸理論との、及び、全ての
ものの分析との、比較が必要だ。
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八四
　
倫理は
　
絵画の一部でないように
　
詩歌の一部で
もない。
八五
　
理想的なものとは
　
生気を失った現実的なものの
ことだ。浪漫的なものも往々にして
　
かなり同じよ
うな になる。
八六
　
理性が破壊するので
　
詩人が創造しなければなら
ない。
八七
　
事実の至上の環境。最終的な詩とは
　
事実の言語
で書かれた事実の詩
　
ということになろう。だが
　
それは、こ まで 現されたことのない事実 詩
　
ということになろう
八八
　
我々は
　
精マイ
神ンド
の中に住んでいる。
八九
　
詩人というものは生来
　
ある相当なものを身に備
えていなければならず そ 以後は理性によって
　
世界につ て更にもっと多く知らなければならない。
九〇
　
詩人は
　
あらゆることについての詩というものを
　
おびただしくヽヽヽヽヽヽ
感じるものだ。
九一
　
世間の中で、だが
　
世間について存在する諸々の
概念の外側で、生きること。
九二
　
我々の性格が露
あらわ
になるのは
　
我々が自分自身に対
して行う事物の説明によってである。即ち、人が書く詩の主題は
　
その人の自我を
　
もしくはその幾つ
もの自我 中の一つを
　
象徴するものである。
九三
　
詩歌とは
　
心マインド
を表す一概念以上の何かでなくては
ならない。それは
　
自然を啓示するものでなければ
なら い。概念は人工的なもの。知覚は本質的なものである。
九四
　
一篇の詩は
　
人の生命感の一部であるべきだ。
九五
　
一篇の詩を読むのは
　
一つの経験となる筈だ、一
つの行為を経験す のと同様に。
九六
　
神とその神殿と 間には
　
何の違いもない。
九七
　
戦争とは
　
政治の断続的な失敗のことだ。
九八
　
金銭は
　
一種の〈詩〉だ。
九九
　
詩歌とは
　
不満を抱いている人が言葉によって満
足を見出そうとする或る努力であり、時には
　
不満
を抱いている思想家が
　
己が情緒によって満足を見
出そうとする努力であることもある。
一〇〇
　
世界が
　
一篇の詩の中にしかるべく姿を現すのは
　
毎日とは限らな 。
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一〇一
　
或る神の死は
　
全て［の神］の死だ。
一〇二
　
異様な
現アク
実チュ
状アリ
態ティ
を前にすると
　
意識が想像力に
取って代る。
一〇三
　
あらゆるものが
　
現ザ・リアル
実的になろうとする傾向があ
る、あるいは
　
全てのものが現実性の方向に動くの
だ。
一〇四
　〈
現ザ・リアル
実的
〉という観念には
　
強烈に軽侮をそそる
ような面がある。その反対になってしかるべきだ。その観念自身が詩歌にな たものが実在す のだ。
一〇五
　
人は
　
自分以外の如何なる読者のためにも書きは
しない。
一〇六
　
人は誰も
　
それぞれ独自の死に方をする。
一〇七
　
破壊することに満足を覚える作家は
　
翻訳するこ
とで満足する作家と同じ平面上にい のだ。両者共
　
寄生虫 ある。
一〇八
　
言われたことというのは
　
それを言うのに言語を
用いないような詩にな に違いない。その詩が最上の状態にある時には
　
両方の要素から成り立つ。
一〇九
　
詩人は
　
男が女を見るように世界を見る。
一一〇
　
言うことが何もなくて
　
従ってその旨を如何にも
悲し気に言うのは
　
何か言うことがある場合と同じ
事柄ではない。
一一一
　
詩作品とは
　
詩人によって創られた自然である。
一一二
　
美に関する秩序は
　
他の全ての秩序を包含するが
　
それらに限定されることはない。
一一三
　
宗教は信仰に依存している。が
　
美学は信仰とは
関わりない。この両者の相対的な位置
　
逆転する
こともあ 得よう。宗教よりも測り難いほど大きなものとして
　
美学を個々人の心
マインド
の中に確立すること
は可能である。美学の現状は
　
美学を個々人の心の
中以外には確立し難いとい ことから生じて るものだ。
一一四
　
現実的なことと
　
想像されることとが
　
一体とな
るような知覚の度合という のが
　
おそらく存在す
る。詩人に、いや、まあ、最も鋭敏 詩人にして可能な
　
おそらく可能な
　
透視力のある観察という状
態が。
一一五
　
窮極の価値とは
　
現実性ということだ。
一一六
　
現リアリズム
実主義は
　
現実性の堕落である。
一一七
　
ことによると
　
哲学者たちを激怒させることの方
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が
　
彼らと仲良くやってゆくことよりも価値があろ
う。
一一八
　
世界だけが
　
唯一考察に適したものである。
一一九
　
歴史は全て
　
現代史である。
一二〇
　
詩歌とは
　
詩歌の属性の総体である。
一二
　
詩人は正常である。いや、そのようなことを言う
なら誰もが正常ということになる、などと主張すべきではあるまい。
一二二
　
この幸福な生き物
―
彼こそが
　
神々を発明した
のだ。彼こそが
　
神々の口の中に
　
神々がこれまで
話してきた言葉だけを投げ込んだのだ。
一二三
　
詩歌とは
　
世界の貧困と変化と邪悪と死とを
　
除
去・浄化するものである。それは
　
人生の不治の貧
困の中に或る満足を完全にもたらす贈物なのだ
一二四
　
詩歌とは
　
学者の芸術である。
一二五
　
見られたものは
　
見られなかったものになる。そ
の逆は不可能である、いや、そ ように思わ る
一二六
　
仮構の世界を研究し理解することは
　
詩人の果す
役割である。
一二七
　
若い時は全てが肉体的であるが、年老いると全て
が精神的となる。
一二八
　
どちらが正しいのだろう、先祖を尊敬すると自分
自身を尊敬するようになるのか、自分自身を尊敬すると先祖 。
一二九
　
この世で最も美しいのは
　
勿論
　
この世そのもの
である。論理の点から言っても
　
範疇の点から言っ
てもそうである。
一三〇
　
舌は
　
眼である。
一三
　
神は
　
他の形体、例えば
　
高級な詩歌の形体をも
勿論取り得る或るものの
　
象徴である。
一三二
　〈
天パラダイス
国
〉のような詩が
　
非常に
悲トリスト
しい
新工夫のよ
うに思われる時が訪れ だろう。
一三三
　
偉大な征服とは
　
現リアリティ
実を征服することである。し
ばらくの間
生いのち
命
を与えるぐらいでは不十分である、
これまではそうだったかも知れないにしても
一三四
　
一篇の詩は
　
一羽の雉
き
子じ
である。
一三五
　
どのようにして人間の精
スピリット
神は
　
それまで闘わねば
ならなかった酷い文学よりも生き延びたのであろうか。
一三六
　
事物の黄金の丸屋
ドーム根建造物は
　
完璧にされた精
スピリット
神
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である。
一三七
　
現実なるものは
　
真空である。
一三八
　
人は皆
　
殺人者である。
一三九
　
言葉は
　
それが表す物でなくてはならない。さも
ないと
　
それは象徴である。それは
　
正
アイデンティティ
体の問題で
ある。
一四〇
　
精マイ
神ンド
とは
　
思想が一つの話し声のように聴える講
堂のようなもの、と思われる時、その声は常に誰か他人の声なのだ
一四一
　
劇〈詩〉にあっては
　
想像力は
　
昂められた現実
性にくっついている。
一四二
　
精神には
　
謎を提供することが必要だ。精神とは
常に
　
解決を提供するのだから。
一四三
　
詩人には誰にも
　
どこか小作農夫のようなところ
がなくてはならない。
一四四
　
アリストテレースは
　
骸骨である。
一四五
　
肉体は
　
偉大な詩作品だ。
一四六
　
詩歌の目的は
　
人間の幸福に資することである。
一四七
　
詩歌を本質的な一部とするような基本的な文学が
存在する。
一四八
　
事物が今どのように見えるかは
　
常に感覚が問題
とするところである。
一四九
　
人間は
　
永遠の大
ソフォモー
学二年生である。
一五〇
　
素人であることの勇気を所持することは
　
如何な
る独創にとっても必須だ。
一五一
　
生命とは
　
死んだものを除去したもの。
一五二
　
どの芸術にあっても基本的に難しいのは、正常な
ものの扱い難さである。
一五三
　
詩人とは
　
眼に見えない世界の僧侶である。
一五四
　
社会とは
　
海である。
一五五
　
暗喩は
　
独創的なものが非現実にみえるような新
しい現実態を創造する。
一五六
　
自分自身のための偽りから
　
他人のための偽りへ
と推移するのが、個人の場合、詩歌の始まり
　
もし
くは
　
終りなのである。
一五七
　
詩歌が獲得するものは
　
偶然による、即ち、
〈掘
トルーヴァイユ
り出し物〉 。 （ここから詩歌の無秩序が生ずる） 。
一五八
　
誇示癖は
　
付着するもので、生得のものではな
い。
一五九
　
浪漫主義と詩歌との関係は
　
装飾的なものと絵画
18
との関係に等しい。
一六〇
　
卓越した詩とは
　
現実態（の一つ）を解き放つこ
とである。
一六一
　
眼は
　
舌が語るほどには見ない。舌は
　
心マインド
が考え
るほどには語らない。
一六二
　
現実性が
　
作モティーフ
因である。
一六三
　
我々は人間の内面世界へ大胆に歩み入らなければ
ならない。でなければ
　
全く何もしなかったのだ。
一六四
　
系譜学とは
　
他の系譜学者たちの誤りを修正する
学問である。
一六五
　
詩人は
　
自らの経験を
　
哲学者の経験に適応させ
てはならない。
一六六
　
描写とは
　
一つの元素なのだ、空気とか水のよう
な。
一六七
　
一篇の詩を読むこと
　
一つの経験になる筈であ
る。詩を書くこと
　
それ故尚更
　
そうでなければ
ならない。
一六八
　
一篇の詩は
　
一杯のコーヒーである。 （回復） 。
一六九
　
詩人たちは人間性を獲得する。
一七〇
　
思考は
　
水溜りの中に集りがちである。
一七一
　
理性は自然の一部であり
　
自然によって制禦され
る。
一七二
　
人生は
　
人々と状景なのではなく
　
思考と感情な
のである。
一七三
　
言葉の世界では、想像力は自然の諸力の一つであ
る。
一七四
　
生命は
　
その形体から自由にはなれ い。
一七五
　
詩人は言
ワーヅ
葉に現れる、自然が乾いた小枝に現れる
ように。
一七六
　
言葉は
　
唯一のメロディオン
＊
だ。
＊
m
elodeon　
小型足踏みオルガン（もしくはアコー
デオン）の一種。
一七七
　
言葉の風変りな音の音楽を持ち出すのは
　
その形
体や風変りさを持ち出すことと原理上は何ら違わない（カミング
ズ＊
） 、即ち、詩歌の素材としての言語
は
　
詩の単なる媒体とか道具とは違うものである。
＊
C
um
m
ings, E
dw
ard E
estlin （
e. e. cum
m
ings ） （
1894
―
1962 ）米国の 人・画家、詩集『チューリップと煙突』
T
ulips and C
him
neys （
1923 ）など。
一七八
　
我々は余りにも人生を重視しすぎてきた。人生の
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日誌が
　
幸福の日誌になることはめったにない。
一七九
　
人間が世界を造って以来、やむを得ず神は乞食に
なっている。
一八〇
　
詩歌は時々
　
幸福の探求に最後の仕上げをする。
それはそれ自体
　
幸福の探求なのだ。
一八一
　
神は
　
自我の根本原理だ。
一八二
　〈
美
エステティーク
〉は
　
文明の尺度である、即ち、唯一の尺度
ではないが、一つの尺度だ。
一八三
　
詩歌は
　
まずは首尾よくと言ってよいほど
　
知性
に抵抗しなければならない。
一八四
　
浪漫的なものは、不正確さの中には無論
　
正確さ
の中にも、存在する。
一八五
　
文学は
　
人生にではなく
　
人生についての諸々の
叙プロポジション
述に基づいている、これがその一つであるような
叙述に。
一八六
　
人生は
　
人生についての諸々の叙述の複合物だ。
一八七
　
文体の変化は
　
主題の変化である。
一八八
　
詩歌は
　
人間と世界との関係について述べたもの
だ。
一八九
　
感覚もしくは洞察が、言葉を活気づかせ ので
あって
　
その逆ではない。
一九〇
　
人間は
　
先例のない経験を求めて人生を探求する
ことは
　
できない。
一九一
　
子供の場合
　
我々が嬉しいのはその模倣ではなく
て
　
模倣に我々が気付くことである。その後大きく
なると、模倣の軽侮を唆る面が
　
模倣の本来有する
不快さを暴き出す。人を喜ばせるために
　
模倣は模
倣としてずっと研究されてきたに相違ない。だからそれは芸術とし 我々を喜ばせるのだ。
一九二
　
全てのものは
　
己自身を成就する。自らの資質を
十分に発揮する。
一九三
　
浪漫的なものは
　
精神異常（軽蔑の意はない）の
最初の相
すがた
である。
一九四
　
現実的なものの十全な開花は、理想的なもののカ
リフォルニアでの果実ではない。
一九五
　
結局
　
美なるものは
　
すっかり圧し潰され破壊さ
れるのだ、自分自身圧し潰されてしまった観察者が
　
残さ た美を何ら感じ取れないことによって。
一九六
　
世界は
　
私自身だ。生命は
　
私自身だ。
一九七
　
神は
　
私の手の中に在る、でなければ全く無い
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（存在しない） 。
一九八
　
世界は
　
一つの力であって、一つの現れではな
い。
一九九
　
信仰の喪失
　
成長だ。
二〇〇
　
人々は
　
思想に取って代る。
二〇一
　
見解に基づいて生きられる生活は
　
見解なしで生
きられる生活よりも
　
もっと生活らしいものであ
る。
二〇二
　
思想は
　
生活だ。
二〇三
　
誰でも
　
社会の変化には味方する、それが十分に
深遠なものなら。
二〇四
　
詩歌は
　
例えば
　
明白な現実性のような単一の効
果に限定されたりはしない。
二〇五
　
詩歌とは
　
説明不可能なものを探求することであ
る。
二〇六
　
詩作品は
　
新しい主題である。
二〇七
　
無知は
　
詩歌の源泉の一つである。
二〇八
　
詩歌とは
　
藪の中に姿を消す雉子である。
二〇九
　
我々は
　
知性の点では決して到達しない。だが
　
感情の面では我々はいつも到達する（詩歌、幸福、
高山、展望、の場合同様に） 。
二一〇
　
想像力は
　
何か現実性のある要素を消費し
　
使い
尽す。
二一一
　
詩人は
　
神である、いや、若い詩人は神だ。老い
た詩人は
　
放浪者 。
二一二
　
もしも精神が
　
世界で最も恐ろしい力なら、それ
はまた我々を
　
恐怖から護ってくれる唯一の力でも
ある。即ち、精神が主としてこの点で世界で最も恐ろしい力であるとすると、精神は精神自身から我々を護れる唯一の力というこ になる。現代世界は
　
この思
パンセ
想に基づいている。
二一三
　
詩人は
　
我々を精神そのものから護るという行為
で
　
精神を表現する。
二一四
　
問題は
　
一篇の詩の中の名残りの満足は
　
知性の
点での満足かどうかということだ。
二一五
　
誰も
　
自分のことを知っている相手に対しては
　
英雄になれない。
二一六
　
詩人の態度に関して。一、詩人の威信は
　
詩歌の
威信の一部である。二、詩歌の威信は
　
詩人の威信
には不可欠である。
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二一七
　
世界は
　
その世界の中の最も強力な精神に左右さ
れる、その力が正気の力か、狂気の力か、狡猾の力か好意の力か、に関わらず。
二一八
　
詩は全て
　
詩内詩である、即ち、言葉の詩の中に
在る観
アイ
念デア
の詩。
二一九
　
人生を 的に眺めることは
　
人生を主題とする如
何なる詩よりも雄大である（どの詩よりも雄大な事） 。そして
　
このことを認めることは、詩的な
精スピリット
神の存在を認める端緒である。
二二〇
　
或る人々の死に接す と
　
世界は無知に逆戻りす
る。
二二一
　
詩歌は
　
言語の華やかさ（喜び）である。
二二
　
言葉は
　
この世に在る
　
外ほか
の全てのものである。
二二三
　
気高い人々だけが
　
気高い神を発生させる。
二二四
　
答が浮薄だったのなら
　
質問が浮薄だったのだ。
二二五
　
もしも人生が面
インタレスティング＊
白いものでないなら、後には何も
残らない（もしも人生が面白くされないなら、と言い換えてもよい） 。
［
＊
面白い＝人の興味を掻き立てる］
二二六
　
人生の面白さは
　
参加して一部になることによっ
て経験されるのであって、観察したり考察したりす
ることによってではない。
二二七
　
結局のところ
　
想像の世界は
　
必ずしも面白くな
いわけではない。
二二八
　
事実の終りに居ることは、想像の始まりに居るこ
とではなく
　
その両方の終りに居ることである。
二二九
　
公園に坐って蟬に耳を傾けること、公園に坐って
教会の鐘を聞くこと
―
この両者は
　
共に過去なの
か、それとも一方は現在
　
他方は過去ということ
なの ？
二三〇
　
興味とは
　
どういう意味か。 れは好みの一形態
なのだろう 。
二三一
　
もっとあるべき重要なことが沢山あるのに
　
人は
　
現代的であるということに時間 費すわけにはいかない。
二三二
　
質問をする人は
　
もうこれ以上質問する必要がな
いという処にまで
　
唯
　
到達したいだけなのだ。
二三三
　
私には
　
詩歌の中以外には人生は無い。多分それ
は真実だろう、もし私の生活 全てが
　
詩歌のため
に解放されているなら。
二三四
　
人は
　
自分の好きなものを強烈に感じ取れば感じ
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取る程、ますますそれが現状のままであって欲しいと希うものだ。
二三五
　
精神は
　
要求や雄弁、詩歌、などなどには耐えら
れないものだ。
二三六
　
暗喩の混成を吸収するような性
ネイチャー
質というものが存
在する。
二三七
　
詩人の世界は
　
その詩人が熟視してきた世界に依
存する。
二三八
　
詩歌とは
　
一つの健康状態である。
二三九
　
詩歌は
　
卓越した観念を、あるいは
　
それと同じ
ことであるが卓越した感情を
　
開発する時にのみ
　
偉大である。
二四〇
　
全世界に適用された想像力は
　
或る細部に適用さ
れた想像力と比較す と
　
気が抜けて生気がない。
二四一
　
考えるよりは模倣する方が
　
たやすい、ここから
流行が生ずる。それに、独創力に富む人々の共同体は
　
共同体などではない。
二四二
　
飛ぶために役立つ何か翼のようなものがあるに違
いない。
二四三
　
詩歌は
　
精神の治療剤である。
二四四
　
最も現代的な生命の複写機は
　
カメラも含めてだ
が
　
生命を実際には拒絶するのだ。我々は悪を飲み
込み、善に喉が詰まる。
二四五
　
我々は世界を、好きだから好きなのだ。
二四六
　
天国で地上を創造した精神と、地上で天国を創造
した精神とは、偶然のことながら、一つである。
二四七
　
アメリカ人は感受性が英国人とは異なる だから
　
英国が源であるということ程アメリカ文学にとって不適切なことはないだろ 。
二四八
　
詩歌は
　
世界を正しく理解しようという日々の必
要に対する応答である。
二四九
　
一篇の詩は、生活している
　
生きている
　
という
感じを、何かしら刺戟する筈である。
二五〇
　
現実感は
　
活スピリット
気の真の中心である。
二五一
　
一篇の詩は
　
意味を持つ必要がなく、また、自然
界の大抵のものと同様、現に持っていないこ が多い。
二五二
　
新しさ（新奇さではない）は
　
詩歌における最高
の独特な価値となろう。見せかけだけの意味における新しさであっても
　
新しい詩歌には価値がある。
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二五三
　
超シュール・リアリズム
現実主義の本質的な欠点は
　
発見なき発明
　
と
いうことである。二枚貝をアコーディオンとして使うのは
　
発明ではあっても発見ではない。 〈無意識〉
を観察することは
　
それが観察され得る限り
　
我々
が以前には気付いたことのない物を暴露する筈であって、想像力の他に我々がずっと気付いてきた馴染みの物を
　
ではない。
二五四
　
世に現
リアリティ
実性ほど偉大なものはない、こういう苦境
にあっては
　
我々は現実性そのものを唯一の天
ジーニアス
性と
して受け入れなければならない。
二五五
　
人間は
　
想像力である、いや
　
むしろ
　
想像力が
人間だ。
二五六
　「経験を純化する」ことは
　
世の中の複雑さを認
めることであり、見か の錯綜を知覚することである。
二五七
　
詩歌は
　
しばしば
　
見かけの上での諸要素の中身
を暴露する。
二五八
　
文学とは
　
正常なものだという幻想を創造する
　
異常なもののことである。
二五九
　
詩歌とは
　
経験を刷新することだ。
二六〇
　
独創とは
　
反復からの逃避である。
二六一
　
詩歌の理論とは
　
詩歌の生命である。
二六
　
私の子羊たちを養え（生活のパンで）……神の栄
光は世の栄光……現実態の中に精神的なものを見出すこと……現実態に関わること。
二六三
　
詩歌の理論とは
　
生命の理論である。
二六四
　
現実態とは
　
最大の常識において見られた事物で
ある。
二六五
　
詩歌は
　
絶えず新しい関係を要求する。
二六六
　
現実性と
　
在るがままのことではない。それは
　
分割されて現れ得る多くの個々の現実態から成り立っている。
二六七
　
現
リアリティ
実なるもの
に欠けているのは
　
生命に溢れた
〈呼
ヌーヴィタル
吸中枢〉
＊
である。
　
＊
 nœ
ud vital
二六八
　
フランス語と英語とは
　
単一の言語を構成する。
二六九
　
人の無知は
　
人の主要な美点である。
二七〇
　
命題。一、神と想像力は
　
一つである。二、想像
されたものは
　
想像する者である。
この二番目は、想像されたものと想像する者は一
つである、というのと同じである。それ故、私は思
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う、想像する者は神なのだと。
二七一
　
虚構の最高作品
―
ギリシャ神話。古典神話であ
るが、ギリシャの方がローマより上。
二七二
　
詩歌は
　
詩人にとって
　
栄誉の源ではなく、喜び
と満足の源である（また、ある筈である）
二七三
　
詩歌における華美は
　
貴重な特質であるが、それ
は
　
用デイクション
語法の特質であるべきだ。
二七四
　
現実性とは
　
我々 が暗喩によって逃れる
〈
月クリー シェ
並み
〉のことである。それは唯、人ガ詩人ニナ
ル暗喩ノ国
ニ＊
のみ在る。
＊
原文フランス語
　“
au pays 
de la m
étaphore qu’on est poète.”
二七五
　
暗喩の度合。かすかに変化させられた絶対的な物
は
　
その物の暗喩の一例なのである。
二七六
　
物によっては
　
他の物ほど暗喩を受け入れられな
いものがある。この世界全体
　
紅茶茶碗ほどには
暗喩を受け入れられない。
二七七
　
暗喩の暗喩
　
といったようなものは存在しない。
人は暗喩によっては前進しない。かくして現実性は
　
各々の暗喩の不可欠な要素なのである 人間は神だ、と私が言う時、極く簡単に分るのは、もし私が
　
神は何か他のものだとも言えば、神が現実態になってしまう、ということ 。
二七八
　
詩歌は
　
人間と諸事実との関係を捜し出す。
二七九
　
想像力と 、人間の
　
自然に及ぼす力のことであ
る。
二八〇
　
想像力は
　
唯一の天才である。
二八一
　
精神の勢い
　
全て抽象作用へ向かう。
二八
　
想像力が芸術家の作品に及ぼす効果は
　
私が興味
を抱くものとは違う主題である。芸術にあってはその効果は
　
諸々の特質を生み出すことである、力
（ペイタ
＊ー
、ミケランジェロ）とその価値が
　
そう
いう諸特質の価値を問うことになるのと同様に。人生にあっては想像力は物を生み出し、そういう物の価値、例えば芸術作品の価値 問うことが
　
想像力
の価値となる。＊
W
alter H
oratio Pater （
1839
―94 ）英国の批評家・小説家、
著書『ルネッサンス史研究』 （一八七三） 、 『享楽主義者マリウス』 （一八八五）など
二八三
　
想像力は
　
精神の自由である、そこから現実態の
自由も生ずる。
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二八四
　
勤勉の結果としての成功は
　
農民の理想である。
二八五
　
成功とは
　
賢明さを備えて幸福でいられることで
ある。
二八六
　
生スピリット
気が生き続けている人は誰でも
　
何をすべきか
とか
　
何を考えたらいいのかとか
　
どういう音楽を
書くべきかなどについて
　
同時代の人々に相談して
きたのだ
　
と思うことにしよう。
二八七
　
結局のところ
　
真理は大して重要なことではな
い。
二八八
　
詩歌について言われるべきことは
　
まるで人が詩
歌についての真理に初めて気が付きかけているみたいに
　
詩歌とは本質上
　
浪漫的なものなのだ、とい
うことである。浪漫的なも は非常にしばしば、蔑んだ意味で言及されるけれど 、この意味は浪漫的なもの一般に はなく
　
浪漫的なものの中で 気の
抜けた相 ようなものに付着するか、もしくはすべきものである。有能 浪漫的なも が常 存在するように
　
無能な浪漫的なものが常に存在する。
二八九
　
詩歌は
　
架空の存在を
　
精妙な面の上に創造す
る。この定義は
　
平面が変容するにつれて変容しな
ければならない。精妙な面は単なる例証にすぎない。
 
（ＯＰ・
一五七―八〇
）
‘
poetry’
と
‘
poem
’
は、共に「詩」と邦訳してもそれ
程差し支えない場合もある、と思って、サンドバーグの「詩の定義集」では
‘
poetry’
を全て「詩」と拙訳した（
本
誌前号の拙稿
） 。
しかし、この両者は当然異なる語で、 「一篇の詩」は
‘
a 
poem
’
か
‘
a piece of poetry’
であって
‘
a poetry’
とは
言わないことからも判るように、前者の
‘
poetry’
は、文
学形式としての詩、詩としての特質、詩としての本質を有すること、詩趣、詩心 作、などを表す語で、集合的に作品としての詩、詩歌、韻文を意味する不可算 ある。他方、後者の
‘
poem
’
は、一篇の詩（作品） 、美文、詩的
な文章、など具体的な使い方をする語で、 ［定、不定］冠詞や、人称代名詞の所有格と共にか複数形 かの使用でとにかく
‘
poem
’
だけという単独の使い方はしない。
『
アデイジア
』では、
‘
poetry’
は八十一回、
‘
poem
’
は
三十三回使われるが、 （
八一
） 、 （
八二
）など両者は明確に
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使い分けられているので、本稿ではこの両者の訳語は区別した。‘
poetry’
は大半を「詩歌」に、他は文脈によって適宜、
「 〈詩〉 」 、 「詩というもの」 ［ （
八一
） （
九〇
）など］ 、 「詩作」
［ （
五二
） ］と拙訳し、
‘
poem
’
は「詩」 、 「詩作品」とした。
因に『
アデイジア
』での重要語として
‘
poet’ （ 「詩人」 ）
が三十三回出てくるのは当然として、その他には
‘
life’
（ 「
生いのち
命
」 「人生」 「生活」と拙訳）が四十七回、
‘
m
ind’
（ 「心」 ［
知性面の
］ 「精神」と拙訳）が二十三回、
‘
reality’
（ 「現実性」 「現実感」 「現実態」 現実なるもの」 ［ （
一三七
） 、
（
二六七
） ］と拙訳）が二十八回、
‘
im
agination’ （ 「想像力」 ）
が十九回、
‘
w
orld’ （ 「世界」 「世間」 「 ［この］世」 「世の
中」 ）が三十三回、
‘
nature’ （ 「自然」 「性質」 ）が十回現れ
ている。『
アデイジア
』では、
‘
poetry’ （ 「詩歌」 「 〈詩〉 」 ）はどの
ようなものと考えられているか、ざっと概観し みよう。「ポウエトリー」とは、生命の新鮮さという感じを与えるのが目的（
六
） 、 生命を救うものとして神への信仰に取っ
て代 もの（
一八
） 、個人的なものではない（
三五
） 、救済
の一手段（
四〇
） 、憂鬱への慰安物の一つ（
四一
） 、全て実
験〈詩〉だ（
五三
） 、不合理でなければならない（
六三
） 、
現実感を味わいたいという気持を増大させる（
六五
） 、極
度に神経を使って読むべきもの（
七一
） 、祈りに似たもの
（
七九
） 、言葉によって満足を見出そうとする努力（
九九
） 、
世界を浄化し、ある満足をもたらすもの（
一二三
） 、学者
の芸術（
一二四
）
―
如何にも学識の高かったスティーヴン
ズらしい
―
が、無知が源泉の一つ（
二〇七
）ともあるし、
知性に首尾よく抵抗しなければならな もの（
一八三
） 、
とも
―
、人間と世界との関係について述べる（
一八八
） 、
人間 諸事実と 関係を探 出す（
二七八
） 、説明不可能
なものを探求する（
二〇五
） 、言語の華やかさ・喜び（
二二
一
） 、精神の治療剤（
二四三
） 、新奇さではない新しさを価
値とするもの（
二五二
） 、経験を刷新するもの（
二五九
） 、
絶えず新しい関係 要求するも （
二六五
） 、精妙な面上
に架空の存在を創造する の（
二八九
） 、となる。
「ポウエム」はどうだろうか。「詩作品」 （
T
he poem
）は、詩人によって作られた自然
（
一一一
）だが、 「一篇の詩」 （
A
 poem
）は、流星であり
（
二二
） 、人の生命感の一部であるべき（
九四
） 、それを読
むことは経験になるし、書くことは尚更そうだ（
一六七
） 、
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一杯のコーヒーだ（
一六八
） 、生活している、生きている
という感じを刺戟するもの（
二四九
） 、意味をもつ必要が
なく現にもっていないものが多い（
二五一
） 。全ての詩は
詩内詩（
a poem
 w
ithin a poem
）だ（
二一八
）―
この項
の全ての「詩」は
‘
poem
’ ―
そして、肉体は偉大な詩
作品（
一四五
）だと言う。
一篇の
詩ポウエム
は一羽の雉子だ（
一三四
） 、があるが、
詩ポウエトリー
歌
は
藪の中に姿を消す雉子だ（
二〇八
）もある。期せずして？
「詩」と「詩歌」の違いが現れている。 「詩歌」のほうは、藪の中に姿を消す、という限定がついているのであった。『死後出版著作集』の編者サミュエル・フレンチ・モース（Sam
uel French M
orse, 1916
―85 ）が、 『アデイジア』も詩
作品同様、全体を同時に見れば幾分か反復 ある（ＯＰ・
X
X
X
V）と指摘しているとおりではあるが、今の場合の
ように、単なる反復というわけではない。
尚、モースは直ぐ続けて、 「反復があるが、若くして非
常にはっきり見解の定まった詩人の場合は、えてしてそうなりがちである」 （同）と行き届いた理解を示し いた。
もう一つ、 『アデイジア』では、 「詩
ポウエト
人」はどういう存在
だと「定義」されていたかも概観しておこ 。
「詩人」は、蚕から絹の衣服を作り出す（
七
） 、その長所
が人をうんざりさせる（
八
） 、何気ないものに興味をひか
れる（
一〇
） 、己の正体を読者に与えるもの（
二〇
） 、奇蹟
と感じられる獣でなくてはならない（
四二
） 、現実にみら
れるものより遙かに広い経験をしている者（
四六
） 、画家
と共通の問題に直面していることが多い（
四七
） 、自らの
詩作に没頭する者（
五二
） 、人々と人々の住むこの世との
仲介者（
七二
） 、生れつきの本質が大きい（
八九
） 、 〈詩〉
を強く感じる人（
九〇
） 、透視力のある観察者（
一一四
） 、
仮構の世界の研究・理解をその役割とする（
一二六
） 、不
可視の世界の僧侶
一五三
） 、そして、詩人の正常である
ことを希っており（
一二
） 、詩人は男が女を見るように
世界を見る（
一〇九
）のだ、となる。そうして成立するの
が、 〈詩〉 体現した詩作品 いうことになろう。
第一項から「幸福」が話柄となり、至高の追求はこの世
での幸福の追求だ（
三
） 、詩歌の目的は人間の幸福に役立
つこと（
一四六
） 、詩歌はそれ自体幸福の探求だ（
一八〇
）
と、この作者は、甚だ健全、健康な詩人であった。『アデイジア』は、 〈格言〉の本質上、新たな系の出現を促し、言外の、いや、言先
ヽ
の意味を内包するものが少なく
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ない。ここでは若干見るだけにするが、例えば第
一一九
項
から派生する可能な系の一つは、さしずめ「文学は全て［
ホメーロスもチョーサーも萬葉集も
］現代文
学である」 。
第
一九〇
項の言先の意味は「だから先例のない経験を求
めて詩を探求するのであり、そのような探求を可能にするようなものが、 〈詩〉 詩だ」と ろうか。
第
二三四
項は、 「だからこそ、現状のままを安易に肯定・
容認しては らない。それでは優れた
ヽヽヽ
詩（芸術）は生れな
い」となる筈だ。『
アデイジア
』の項目が、スティーヴンズの詩作品にそ
のまま使用されているものがある。第
一〇一
項
“
T
he 
death of one god is the death of all.”
は、第五詩集に収録
されている三行詩連の三部総数六五九行の長篇作品「至高の虚構への覚え書」
“
N
otes tow
ard a Suprem
e Fiction”
の
第一部のⅠ・第五連一行目（
ＣＰ・
三八一
）に。第
一八三
項
“
P
o
etry
 m
u
st resist th
e
 in
tellig
en
ce
 alm
o
st 
successfully.”
は、同じ詩集の中の「物を運ぶ人」
“
M
an 
C
arrying T
hing” （
ＣＰ・
三五〇
）の第一連一～二行目に
‘
Poetry’
が
‘
T
he poem
’
に変えられて出ており、第
二六
三
項
“
T
he theory of poetry is the theory of life.”
は、第
六詩集所収の、三行詩六連三十一部総数五五八行から成る長篇詩「ニューヘイヴンのいつもの夕べ」
“
A
n O
rdinary 
E
vening in N
ew
 H
aven”
の第二十八部第五連二～三行目
にそのまま見られる。この部分、第四～六連を拙訳で示しておきたい。この果 しなく入念に仕上げてある詩は詩歌の理論を誇示している、詩歌の生命とし 。もっと厳格な、更に困らせる巨匠なら
　
急造することだろう
もっと明晰な一層緊急 、詩歌の理論とは生命の理論である、という証拠を、現状のように、よ
ア
うズ
に
　
の込み入った逃げ口上の下に、
見られていて見られていない
　
無から創られた事物の姿で、
色々な
　
天国、地獄、世界、思い焦がれてきた土地土地の
状態で。 
（ＣＰ・
四八六
）
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尚、件のモースは、第五詩集中の一篇「場所なき描写」
“
D
escription w
ithout Place” （
ＣＰ・
三三九
―
四六
）の「跳
躍台」
‘
springboard’
になったのは、 『
アデイジア
』の第
一六六
項
“
D
escription is an elem
ent, like air or w
ater.”
だったであろうと観ている（ＯＰ・
X
X
X
V） 。
スティーヴンズの作品の中には、しばしば〈格言〉めい
た、定義風の詩句が含まれることがある。その代表例を若干挙げておきたい。
‘
poetry’
は、 〈詩〉と邦訳しておく。
まず、第一詩集に収録の二二行の作品「気取ったキリス
ト教徒の老婦人」
“
A
 H
igh- Toned O
ld C
hristian W
om
an”
の冒頭五行を見てみよう。〈詩〉とは至高の虚構です、奥さん。道徳の法則を受け入れてそれから身
ネイヴ
廊を
＊
創り
その身廊から霊に取り憑かれ 天国をお建てなさい、かく
して
良心は棕櫚の葉に変えられる、聖歌を渇望してやまない
　
風音を立てるシター
ン＊＊
のように。
 
（ＣＰ・
五九
）
＊
nave　
教会堂・寺院の正面入口・拝廊（
narthex ）から円陣
（
chancel ）までの長い空間で、通例、低く狭い側廊（
aisle ）が
両側にある。＊＊
cithern
＝
cittern　
一六～一七世紀に流行した、ギターに似
た古い弦楽器。第二詩集の中の、友人で真物の南部人であったパウエル
判事への献辞付き（ ［
for A
rthur Pow
ell ］ ）で五十部全一六
八行の長篇詩「とあるニガー墓地における装飾品のように」
“
Like D
ecorations in a N
igger C
em
etery”
のⅩⅩⅩⅡ
〈詩〉は雰囲気の厄介な物で生いのち
命も不確かで長くはないが
それでも更に遙かに活発な曇りを越えて燦然としている。
 
（ＣＰ・
一五五
）
第三詩集の三十三部全四〇二行から成る長篇標題詩「青
いギターを持つ男」
“
T
he M
an w
ith the B
lue G
uitar”
の
V
の第四～第六連大地は、我らには、平らで剝きだしのまま
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影も全くない。 〈詩〉は音楽を凌駕しており
　
取って代るにちがいない
空っぽの天国とそれへの讃歌に、〈詩〉の中の我ら自身は
　
それに取って代るに違いない
君のギターのおしゃべりの最中にあってさえ。
 
（ＣＰ・
一六七
）
同じ詩のⅩⅩⅡの六連は次のとおり。
〈詩〉は詩作品の主題であり、ここから詩作品は現れてここへと戻ってゆく。その両者 間に、現れと戻り の間に、生ずる が現実態の不在であり在るがまま 事物 る。あるいはそう我らは言う。
しかしこれらは別々のものなのか？
　
それは
詩作品にとっての不在な だろうか、そこに獲得するのはその本当の外観、太陽 緑、雲の赤、大地 感触 物思う空？これらから れは受け取るのだ。おそらくそれは与える、万物の交わり 中で。
 
（ＣＰ・
一七六―七七
）
もう一箇処、先刻の「ニューヘイヴンのいつもの夕べ」
のⅨの第一連三行目末から
　　　　　　　　　　　
我らが求めるのは
純粋に現実態そのものの詩で、修辞や逸脱に手を触れられておらず、言葉に直截であり、刺し貫く事物に直截で、そ 事物はそれぞれ自身のままであるこ 上なく定まったも で
31
全く現状であることによって刺し貫いているものだ、……
 
（ＣＰ・
四七一
）
ここで、標題がずばり或る詩の定義の形になっている作
品をみておこう。第六詩集に収録された。
　
究極の詩は抽象的である
　　
T
he U
ltim
ate P
oem
 
Ⅰ s A
bstract
今日が身悶えているのは何のせいでって？
　
その講演者は
〈我らの住むようなこの美しい世界〉についての演題で気
を鎮めて
その惑星を薔薇色で取り囲み
　
左に曲げて成熟させ
赤らめ、健全にする。その独得の問いは
―
ここでは
独得の問いに対する独得の応えは適切でないのだが
―
その問いは適切だ。
もしその日が身悶える しても
　
思いがけない事ででは
ない。
人は問いを問い続ける。だから、それは一つなのだ幾つもの範疇の中の。そう言われて この静穏な空間は変えられる。それは我らが思っていた程青くはない。青く
なるには
何ら問題はないに違いない。それは知性であり丸く幾曲がりもし、あちらこちら身を躱し ゆくのだ不都合に傾斜し
　
遠く離れて身悶えるものであって、
我らが速やかに発揮する知性ではな 、存在するのはどこにでもで
　
空間には即座に、伝達の
雲の杭として。それは十分であろうもし我らが もかく唯の一度だけ真中で収っているなら〈我らの住むようなこの美しい世界〉
 に、
 そして今のように
どうしよう なく端にでなければ、十分に完全ということに るだろう、何故なら真中なので
　
唯
意味の点だけなら
しかもあの途方もない意味でなら
　
単に楽しめばよい。
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（ＣＰ・
四二九―三〇
）
三行詩七連全二一行のこの詩が、標題で言う定義を体現
した実践例だというのであろう。「独得の問いに対する独得の応えは」どうしても具体的なものになる筈で、確かにこの「抽象的である」筈の「ここでは」 「適切でない」が、 「今日」という日が身悶えするのは人間のもたらす環境破壊・汚染でか、人間同士の争いでな か、 どとの問いは、問い続けざるを得ない だが、その身悶えも、啓き示される〈具体的な〉 「思 がけない事」
‘
revelations’
によるわけではない。この美しい
世界の真中に、それも今のように端に はなし 収まっていれば十分だという。
我らの住むようなこの美しい世界（
T
his B
eautiful 
W
orld of O
urs ）についての講演をきっかけに展開される
思索詩である。講演 内容の描写とか、 「雲の杭」とか具体的な心象も印象深く点在するものの あ 途方もい意味」とは何か、具体的に示され い ころが、この詩が「究極の詩」なる所以というものだろ 『アデイジア』の第
二八一
項は「精神の勢いは
　
全て抽象作用へ向かう」
であった。「 〈詩〉はスティーヴンズにとって啓示であったし、彼の詩作品はその単一のテクストを例証するものだった」と、件のモース 述べている。 「彼が新しい作品集を纏める際に自作に課した標準の厳格さは、常に、個々の作品集が露に示す力の累積 印象に明らかである」 （
ＯＰ・
ⅩⅩⅵ
）
と。そして、 「 〈詩〉は結局、経験の乱雑さを集中させ圧縮して一つの記憶に値する意義深い全体にするものだ」 （
Ｏ
Ｐ・
ⅩⅩⅩⅳ
）とも。この優れた詩人・批評家は実に適切
にも、暗喩についても、 「適切な個処での適切な暗喩は、如何なる分析にも抵抗 る全体性、完全さという仮り 幻影を達成す のだ」と言明した（ＯＰ・同）が、先刻、些か分析めいた解釈を披露した「あ 大立者の暗喩」は〈暗喩〉を暗喩で定義してみせた詩論詩の一篇だったということだろう。
橋を渡ってぞろぞろと村へ入ってゆくあの二十人の男た
ちは、 〈
詩
ポウエトリー
〉が
詩ポウエム
となってはこの世の読者に放つ、かのラ
イオンとなった（
「詩は破壊力なり」
）刺客のようで、何か
しら無気味である。
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スティーヴンズの二巻本の大作伝記を公刊したジョウ
ン・リチャードソン（
Joan R
ichardson, 1946
―2010 ）は、そ
の、 「現実態から逃れずにそれを一層感じ取ろうと心して生きた人物の、感情と思想を巡る」伝記作成に当って「自分に可能だったことへの序詞」 締め括るのに適切なものとして、彼 晩年の一作の最後の十二行を引用していた（
R
J・
一・
三二
） 。本稿もその作品を、最後に全部見てお
くことに よう。
　
可能なことへの序詞
P
rologues to W
hat 
Ⅰ s P
ossible
Ⅰ
心マインド
の安らぎがあった
　
海上の
小ボート
舟
に孤りでいる時のような、
小舟は前へと運ばれていた
　
漕ぎ手たちの明るい背に似た
波によって、
彼らは各々櫂を堅く握っていた、まるで目的地へ向かって
いると確信しているみたいに、
前に屈み込んだり身を真直ぐ引き起こし りしていた
　
木
の柄を支えに、
水に濡れてきらきら光っていた
　
一体となって動きながら。
その小舟は石で建造されていたが
　
重量を失っていてもは
や重くなく
中に
　
普通でない変った源の輝きだけを残していた、
それで彼が
　
その小舟で立ち上って躰を傾け
　
前方を見て
いると
馴染みの所から発ってその彼方へと航行している人のよう
にはとてもみえなかった。
彼は乗っている船の遠い外国 出発地に属してその一部に
なっていた、
その舳先に燃やす火の反射鏡の一部に、何だったにしろそ
の象徴に、
ガラスのような船縁りの一部に、そこをそれは塩の染みた
水を被りながら滑 った、
彼は孤りで旅をしていたのだ
　
何の意味もない一音節に魅
惑された人のように、
彼が感じ取っていた音節は
　
そのとおり確かだと決ってい
たので
彼が目指したいと思っていた意味を含んでいた、その意味は、彼が目指したとおり、その小舟を粉々に打ち
34
砕き
　
漕ぎ手たちを静まり返らせそうだった
中心の到達点で、一瞬間、大なり小なり離れていたので、どの岸辺からも、どの男や女からも、そ
れで何も必要ではなかった。
Ⅱ
その暗喩は彼の恐怖を駆り立てた。彼が譬え れた物は彼には成程と認められなかった。これによって彼は知った
のだ
　
自分が似ているとされたものは
ごく僅か拡張されただけで彼方へではなかった だと、但
し自分自身と
類似を越えた事物との間に
　
認められてもよいこれやあれ
がなければの話、
その、仮説の囲い地の中の、こ あれとだがそれに基づいて人々が思索した は
　
彼らが半ば眠ってい
た夏のことだった。
例えば、まだ解放されていないどのような自
セルフ
己を、彼は保
有していたのか、
彼の中で
　
発見したいと唸り声をあげているようなのを、
彼が注意を払うものが拡がってゆく時に、
まるで彼の遺伝による智
ライツ
力の全てが突然増大したみたいだ
新しい観られたことのない一寸混乱させられる色彩の添加
によってだが
その小さいことこの上ない灯
ランプ
火は、勢力のある一弾きを付
け足したが、それに彼は与えたのだ
ありきたりのものの通常 状態を凌ぐ名前と特権とを
―
現実になったものと
　
その語彙とに付け加わった一弾きだ、
何か最初の物が
　〈北方の〉木々へとやってきて
それらに〈南部〉の全て 語彙を付加するような具合に、春、夕べの空に最初に現れる一条の光が自ら加わることで
　
無から瑞々しい宇宙を創造するような
具合に、
一瞥か一触れかで
　
その思いがけない大きな規模を啓示す
るような具合に。 
（ＣＰ・
五一五―一七
）
［Ⅰ］は五行と一三行の二連で一八行、 ［Ⅱ］は六行ずつ三連の一八行、合計三六行の詩。
35
中に風変りな源の輝きだけを残した石造の小舟で、孤り
海を航行しながら、他からは何も必要とせずに目指す意味を求め続ける「彼」 と暗喩で描出された［Ⅰ］自分の姿に、 「彼」は納得できなかった。それで、その「彼」が自らについて省察を展開するのが、後半の［Ⅱ］で、は、この上なく小さなランプ 付け足した勢いのある一弾きに、通常でない名前と特権という一弾きを更に付加する。このような「彼」が、スティーヴンズの思い描いた詩人だったのであり、その姿を表現すること 「可能なことへの序詞」であった。
不可能事ではなく、可能な未到事への到達実現、それを
目指したのが、スティーヴンズだったのであ 。
　　
＊
『
アデイジア
』の第三二項のフランス語。
“
Les idées sont 
destinées à être deform
ées à l’ usage. R
econnâitre ce fait est une 
preuve de désinteressem
ent.”
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『アデイジア』は、かつて隔月刊の小さな同人歌誌『楡
E
L
M』
の第
35～
39号（一九八九年三月～十一月）に、五回にわたって連
載された拙訳を改めて吟味修正したもので、これを以って拙訳の決定稿にすること、及び本稿の前半部には同誌第
3号（一九八四
年一月）の拙稿「現代英米詩覚え書㈢」を補加修正して適宜組み込んだこと、をお断りする。
